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論 文 内 容 要 旨
1本 論文における目的意識と考察方法
ケ ソ ン
本論文は、開城商人の開城簿記法 に対する直接的関与 を中心 に措定 し、①その残存記録帳簿の記
録 ・計算構造の考証 と、②秘法 とされた開城簿記法のいわゆ る解説書 において例示 された各種帳簿
の記録 ・計算構造の解明を通 じて、開城簿記法の論理を探求す ることを 目的 としている。
韓国 ・朝鮮在来の固有簿記 には、①開城簿記法、②朝鮮式簿記法および③折衷式簿記法が存在 し
ていたといわれている。 これ ら韓国 ・朝鮮固有簿記 のなかで、 これまで に主 として研究対象 とされ
コ リ ョ
てきたのは開城簿記法である。開城簿記法の起源を高麗時代(918年 一1392年)に 求あることによ っ
て、西洋式複式簿記を も含めた複式簿記起源論争 の問題 に深 く関わ っているか らである。
これ までの開城簿記法研究の中心 に措定 されて きた起源説 に関わ る妥当性は もとより、簿記法 と
しての固有性 の当否問題を検証 ない し解明するためには、少 な くともその前段階に開城簿記法によ
る残存記録帳簿の記録 ・計算構造の考証が要求 されるはずである。 しか し、従来の開城簿記法研究
の多 くは開城簿記法による残存記録帳簿 に基づいた記録 ・計算構造の解明 とはな っていない。 ここ
に、開城簿記法に対す る研究の必要性が生 じる素地がある。
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したがって、本論文にお ける開城簿記法に対す る第一の考察方法 は、 まず開城簿記法 による残存
記録帳簿の所在確認 に努 め、 しか も開城簿記法は多帳簿制組織であるといわれていることか ら、記
帳内容等に有機的関連性を有する一連 の残存記録帳簿 に基づいてその記録 ・計算構造 を帰納的に解
明することであ る。
残存記録帳簿 は、本質的に歴史的経緯等によって存在 しない ことが大 いに考え られるが、それは
同時 に当該考察方法 の限界を意味することに もなる。
開城簿記法による残存記録帳簿に代 わって、当該帳簿記録内容を引用 した研究文献 を考察対象 と
す ることも可能であるが、通常、多帳簿制 の開城簿記法の もとでは部分的解明にとどまることにな
る。開城簿記法 における帳簿の有機的関連性を勘案すれば、残存記録帳簿や帳簿記録内容 の引用文
献以外に研究対象の範疇を形成す るのは、開城簿記法の記帳原理等 を記 した解説書 としての文献資
料 だけである。 ただ し、 その場合、開城簿記法の記帳原理等を記 した解説書 の記述内容の信愚性 な
い し信頼性やその説得力 を確保す るために、開城簿記法を生成 した 「開城商人による直接的編纂」
という事実が新 たな条件 として付加 されなければな らない。それを通 じて、開城簿記法の記録 ・計
算構造の解明に新たな価値をもたらす もの と思われ る。 このよ うなアプローチが、本論文 における
第二の考察方法である。
本論文 は、 このよ うなふたつの考察方法 に基づ く開城簿記法の記録 ・計算構造の解明を通 じて、
開城簿記法の論理を探求す ることを企図 したものである。
2本 論文の各章の概要
まず、序章においては、本論文における研究 目的および考察の対象 とその方法にっ いて論 じられ
た後、各章の概要について纏め られる。
第1章 は、固有簿記 としての 「四介松都治簿法」が、語義論的解釈か ら 「開城簿記法」 と同義で
あることを確認 し、 これまでの四介松都治簿法 ない し開城簿記法 に関す る研究文献が取 り扱 った共
通 の問題点を析出 し、各問題点 にっいて類型的に考察する。 その過程で、開城簿記法の啓蒙目的の
ヒ ョンビ ョンジュ
ために手段 とされたのが玄丙周氏の 『實用 自修 四介松都治簿法 全』(1916年)で あり、同時に
当該解説書が、主 として開城簿記法の起源説にっいて注 目され るに至 った遠因をも併せ持 って いる
ことが明 らかにされる。かか る検討を通 じて、残存記録帳簿 という第一次的資料に基づ く考証の重
要性が指摘 される。
第2章 では、韓国 ・朝鮮 における西洋式複式簿記 の導入の経緯 とその導入前 における固有簿記の
所産たる商業帳簿の存在 にっいて考察 し、開城簿記法の起源説に関連 して、その生成にっいて は一一
元的に確定するのではな く、第一義的要件である開城簿記法の論理的構造の解明に資するべ き研究
文献および資料 にっ いて、①韓国 ・朝鮮固有簿記による帳簿記録内容を調査 ・引用 した研究文献 と
②韓国 ・朝鮮固有簿記 による残存記録帳簿 に大別することによって、各種研究文献 にみ られる特徴
が分析される。 とくに、開城商人の残存記録帳簿に対する直接的関与が立証 され、 しか も可能であ
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れば、開城簿記法が多帳簿制の組織体系を形成 していることか ら、取引記録内容にっいて有機的関
連性を有す る一連 の残存記録帳簿を研究対象 とす る必要性が明示 される。
補論において は、朝鮮総督府 による朝鮮社会経済の調査研究事業に着手 した善生永助氏の 「朝鮮
総督 府の調査事業」 に関するシンポジウムにおける発言内容 をもとに、所蔵 していたとされる光緒
年代の開城簿記法 による帳簿3冊 の所在を求めて実施 した、 アメ リカ議会図書館ア ジア課韓国 ・朝
鮮部門担当責任者Yang,KeyP.氏 との対談内容並 びに実地調査結果を披渥す る。
第3章 にあ っては、第1章 ない し補論で論 じた有機的関連性ある開城簿記法 による残存記録帳簿
に基づ く考証の必要性 を承 けて、平井泰太郎教授が ドイッにおいてその名 を高 めた開城簿記法の研
究の足跡を辿ることによって、神戸大学附属図書館人文 ・社会科学系図書館所蔵の 『開城簿記帳簿』
がその研究対象 として刮 目すべき価値を有することにっ いて明 らかにすることにね らいがある。
以上の第1章 ない し第3章 によって構成 され る第1部 では、開城簿記法 の論理的解明のために姐
上 にのせ られるべき、開城商人 と残存記録帳簿 との間の直接的関与が立証 される第一次的資料の所
在追究 という目的を有 している。
これに続 く五つの章か ら構成 される第2部 で は、第1部 で開城商人 と開城簿記法 との結び付 きが
立証 された残存記録帳簿を用いて、 その記録 ・計算構造 にっいて明 らかにすることを目的 としてい
る。
まず第4章 では、『開城簿記帳簿』 の様式の実態 にっいて詳細 に分析 し、取引記録内容の有機的
関連性 を有する 「第一号」 と付 された一連の帳簿を考察対象 とす ることによって、各帳簿の記録 ・
計算構造が究明 され る。
第5章 においては、取引記録内容 の非有機的関連性 を理由として第4章 での考察か ら除外 した、
イハ クジュ ン
いわゆる決算報告書 としての 「曾計冊第一号」帳簿の4っ の曾計 のなかで、まずは李學俊氏會計 と
キム イクァク ドジュン
金益楽氏都 中曾計の記録 ・計算構造 にっいて、開城簿記法のいわゆる解説書 である玄丙周 『實用 自
修 四介松都治簿法 全』(1916年)の 曾計冊の記録 ・計算構造を明確 なもの としたうえで、比較
検討 され る。
ム ク ソ ン リ ボ グボ ンチ ョ ンサ ム ボ
続 く第6章 において も 「曾計冊第一号」帳簿が採 り上 げられ、残 る墨松里圃曾計 と九鳳村蓼圃會
計の記録 ・計算構造 にっいて考証 され る。 その過程 で、「曾計冊第一号」帳簿の所収 されてい る書
翰が、果た して当該帳簿のなかの4っ の曾計 のうち、 いずれの會計 を対象 と して したためられた も
テハ ンチ ョンイル
のか にっいて分析 し、 また 「會計冊第一号」帳簿 の考証結果を、類似する構造を呈す る大韓天一銀
ハ ングクサ ンオブ
行(現 韓国商業銀行 の前身)の 「會計冊」帳簿 と比較検討 される。
第7章 にあ っては、『開城簿記帳簿』のなかの 「銘心録第一号」 帳簿 に収録 されてい る朝鮮紙 に
よる会計 帳簿の一断片資料について、2っ の記帳人名の帰属の解明をもとに、朝鮮後期の一般商会
社 と開城 との関連を明 らかに し、 その記録 ・計算構造 に基づいて、掌記 の記帳原理が究明され る。
第8章 では、残存記録帳簿 に基づいた開城簿記法研究を遂行 した平井泰太郎教授の会計史観 と開
城簿記研究 との関わ りを論 じ、「高麗時代 に複式簿記 あ り」 とい う提唱 に伴 う、第一義的要件であ
る複式簿記 と しての論理的構造を解明す る必要性か ら、 とくに代表的な開城簿記法に関する研究文
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献に明示 された曾計冊 ない し決算書などの記録 ・計算構造を損益計算表示方法 の観点か ら分類 し、
それ らの検討を踏 まえた うえで、平井泰太郎教授が実地調査結果 と 『開城簿記帳簿』を もとに、開
城簿記法の損益計算表示構造を如何 に捉えていたかにつ いて解明 される。
さらに、本論文にお ける第二の考察方法の実際的適用が、二つの章か ら構成 される第3部 におい
て展開される。
ケ ソ ン グ ギ ョ ン
まず第9章 で は、開城人か ら蒐集 した各種資料文献 と しての 『開城 旧京』(1972年)の なかで、
キム ジ ンヨン ソ ン ド サ ゲ チ ブ ボブ シ ル ム イ ェ
朝鮮人蓼業を営んでいた開城商人の金鎭英氏が纏めた 「松都四介治簿法實務例」が考察対象 とされ
る。
キ ム ギ ホ
第10章 においては、朝鮮人蓼業に携 わ っていた開城商人 の金基浩氏が、主 として開城簿記法の記
ソ ン ド チ ブ ボブサ ゲ ム ン ソ ゲ ヨ
帳原理 と帳簿組織について纏 めた 『松都治簿法 四介文書 の概要』(1986年)に ついて、詳細 に検討
され る。すなわち、当該解説書 の記録 ・計算構造 の解明にとどまらず、上述 の開城簿記法に関する
解説書や解説資料および 『開城簿記帳簿』における一連 の 「第一号」帳簿は もとより、その他の残
存記録帳簿の記帳原理等 とも比較検討 し、記録 ・計算構造上の特徴並 びに問題点 にっいて究明 され
る。
結章 「開城簿記法の論理」では、本論文 において採用 したふたっの考察方法によって探求 された
開城簿記法の記録 ・計算構造の体系化 を試み ることによ って、開城簿記法 の構造並 びにその論理的
解明 として位置づけて、第4部 として纏め られる。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
この論文 は、韓国 ・朝鮮固有の簿記法による会計帳簿 のうちで 「開城簿記法」 または 「四介松都
治簿法」 などと称 される簿記法によって作成された帳簿が十全 に存在 しているか否 かについて考証
した うえで、開城簿記法によることが確認 された残存記録帳簿 と、先祖伝来の秘法 としてきた開城
簿記法にっいて開城商人 自らが説明 し編纂 した解説書 との双方 を手掛か りと して、 開城簿記法 の論
理を記録 ・計算構造中心に解明 しようと試みた研究成果である。4部12章 の構成 となっている。
序章 「開城簿記法の論理探求の必要性一問題 の所在 と探求の視点一」において考察の対象 と方法
について述べたうえで、三っの章か ら構成 される第1部 「韓国 ・朝鮮固有簿記研究 と開城簿記法に
よる帳簿の存在性」では、1920年 前後 に平井泰太郎教授が収集 し神戸大学附属図書館人文 ・社会科
学系図書館が所蔵す るにいた った 『開城簿記帳簿』 は、開城商人 自身が残 した記録帳簿であ って一
次資料 として価値があ り、多帳簿制による簿記法 としての開城簿記法の特徴を確認 しうる内容を備
えた残存記録帳簿であ って考察対象 とす るのにふ さわ しい、 ということを考証す る。
第2部 「残存する 『開城簿記帳簿』 の記録 ・計算構造 と平井泰太郎教授 による開城簿記法研究」
では、五っの章を用いて、残存記録帳簿 として最 も注目に値すると著者 自身がみな した 『開城簿記
帳簿』のなかの、 とりわ け8冊 構成の 「第一号」帳簿(日 記、長冊、会計冊など)を1916年 発行 の
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解説書などと比較 しなが ら多角的に考察す るとともに、 これ らの帳簿を収集 し研究対象 とした平井
泰太郎教授の開城簿記法研究の卓越性を再確認する。
第3部 「開城商人による開城簿記法の記録 ・計算構造観」では、1972年 と1986年 に二人 の開城商
人が別々に説明 し編纂 して発表 した開城簿記法 にっいての解説書を二っφ章で考察 し、 この簿記法
の記録 ・計算構造上の特徴 などを明 らかにす る。
第4部 「開城簿記法の記録 ・計算:構造 の体系」 は、結章 「開城簿記法の論理」 と称する一つの章
か ら構成 されているが、開城商人 と開城簿記法 との関連を改めて問い、開城簿記法 とみな しえた五
っの事例を比較 して、開城簿記法の論理 を総括する。
以上に概観 したように、 この論文 は、一次資料 と して利用 しうる残存記帳簿 の入手が今 日にいた
るもなお困難である、 とい う研究上 の大 きな制約 に苦 しみなが らも、利用 しうる残存記録帳簿や文
献などを厳 しく考証することによって、1920年 前後に平井泰太郎教授が収集 した 『開城簿記帳簿』
と近年 にな って開城商人自 らが説 明 ・編纂 した解説書 との資料的価値を明 らかにす るとともに、 こ
れ らの厳選された残存記録帳簿 と開城商人 自らによる解説書の うえで事実 として確認 しうる限 りで
の開城簿記法の論理を究明 しよ うと努あている。提示す る研究成果 を手堅い ものだ けに限定 して、
韓国 ・朝鮮固有の簿記法に関する研究を着実に拡充 させている。簿記史 ・会計史研究への貢献 は小
さ くない。
よ って、われわれ論文審査担当者 は、 この論文にかか る博士論文審査の成績は 「合格」 と判定す
る。
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